
原子力発電
所には

すごい車が
あるって本

当？

電気やエネルギ ー にまつ わるみ んな の 疑 問を

徹 底 的 に 探っちゃう電 気 の 大 百 科 。それ が『でん ペディア』。

み んな 聞 い たことは あるけど、よく知らな い 話 や 、

意 外 なことをご 紹 介します。

でん ペディアくん
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浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所は、静岡県御前崎市にある中部電
力唯一の原子力発電所です。従来から常に最新の知見
を反映し、安全性向上に努めてきました。東京電力福島
第一原子力発電所の事故以降も、津波対策や重大事
故対策など、安全対策を積み重ねています。「福島第一
のような事故を起こさない」という固い決意のもと、安全
性の追求に全力で取り組んでいます。

原子力発電
所には

すごい車が
あるって本

当？

QQ
こ
の
車
は
誰
が
運
転
す
る
の
？

　
浜
岡
原
子
力
発
電
所
で
は
緊
急
時
に
お
い
て
も

真
っ
先
に
現
場
に
駆
け
つ
け
、初
動
対
応
を
行
う
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
チ
ー
ム 

緊
急
時
即
応
班
※（
Ｅ
Ｒ
Ｆ
／

エ
ル
フ
）を
、２
０
１
４
年
に
電
力
会
社
と
し
て
全
国

で
初
め
て
設
置
し
ま
し
た
。
緊
急
時
に
は
班
員
が
発

電
所
の
中
に
配
備
さ
れ
た
特
殊
車
両
を
操
作
し
て

初
動
対
応
に
あ
た
り
ま
す
。

　
班
員
は
、さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
免
許
を
取
得
し
て

い
ま
す
。
重
機
に
よ
っ
て
ガ
レ
キ
を
撤
去
し
、道
路
を

通
行
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、電
源
車
を
使
用
し
て

電
気
を
送
っ
た
り
重
要
な
任
務
に
あ
た
り
ま
す
。
ま

た
、エ
ル
フ
以
外
の
従
業
員
も
特
殊
車
両
を
扱
え
る

よ
う
順
次
資
格
の
取
得
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
浜
岡
原
子
力
発
電
所
で
は
、地
震
、津
波
対
策

と
い
っ
た
設
備
対
策

な
ど
を
強
化
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、そ

れ
ら
を
扱
う
の
は

「
人
」で
あ
る
と
い
う

考
え
の
も
と
、エ
ル
フ

の
設
置
や
、特
殊
車

両
の
整
備
な
ど
現

場
対
応
力
の
強
化

に
も
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

※緊急時即応班（ERF：Emergency Response Force）

発電所に詳しく、

すぐに対応策を判断・実行できる

スペシャリストチームが

日々訓練を行っているよ！

今 回 調 べ た と こ ろ

浜岡原子力発電所には、

もしものときにも発電所を守れるように

特殊な車両が配備されています！
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原
子
力
発
電
は
、運
転
を「
止
め
た
」

あ
と
も
、燃
料
か
ら
熱
が
発
生
し
続
け
ま

す
。
そ
の
た
め
、燃
料
を「
冷
や
し
」
続

け
、放
射
性
物
質
を「
閉
じ
込
め
る
」こ

と
が
重
要
で
す
。

　
例
え
ば
、燃
料
を「
冷
や
し
」続
け
る

た
め
に
は
、次
の
３
つ
が
重
要
で
す
。

◎ 

電
源
の
確
保

◎ 

注
水（
水
を
送
る
）

◎ 

除
熱（
熱
を
取
り
除
く
）

　
こ
れ
ら
の
役
割
を
担
う
特
殊
車
両
は

も
ち
ろ
ん
、ガ
レ
キ
の
撤
去
や
燃
料
補
給

を
担
う
車
両
も
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
役
割
の
車
が

活
躍
し
て
る
の
？

特
殊
車
両
の
一
部
を
紹
介
！

ブルドーザー

油圧ショベル

取水ポンプ車（クローラ型）
注水ポンプ車（クローラ型）

ホース車（クローラ型）

ポンプ車

直流電源車
交流電源車

取水ポンプ車（車両型）

発電所には

70台以上の

特殊車両が

配備されています！

発電所の西側と東側それぞれに

特殊車両を配備することで、

もしものときにも、いずれかの

車両が使えるよう備えています。

熱交換器車

タンクローリー

電源の
確保

ガレキ
撤去

燃料の
補給

注水

除熱

（水を送る）

（熱を取り除く）
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